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＜病棟連絡事項＞
・明日11/29火災避難訓練（日中想定）実施予定です。

・納会のお知らせが来ています。各自確認をして下さい。
・医療ガス管理委員会 下半期研修の開催について連絡きています。各自確認して下さい。11月30日（木）　17：30　～　18：00

　　　12月1日 （木）　17：30　～　18：00
場所：病院メンタル3F　会議室

テーマ：「医療ガス　緊急時・災害時の対応」

　　　講師：金谷　侑
＜患者様連絡事項＞
・みちのく記念病院へ転院の方向
　大釜　美香子様、中村　聡様、久慈　一壽様、飯田　修子様

　それぞれ、主治医へ情報提供書作成依頼しています。

・青風荘（女性1床空き）

　候補：川原　サエ子様　成田　賀枝様　飯岡　未来様

　※情報提供していくため、受け持ち担当者は、看護情報提供書作成して下さい。
・小笠原　大雄様～主治医面談日について11/30（木）16：30で調整しています。主治医確認し、姉様へ連絡しています。内科診察室予約済みです。
・山下　佳奈様～外出希望（気分転換）あり、母様の付き添いが可能か、また主治医へも確認していきます。
・西川　和恵様～いちい寮へ体験利用のため外泊に行かれています。

・山下　幸子様～12/1　13：30～内科診察にてサービス担当者会議あり。来週12/4～12/8　退院調整中となっています。
＜要注目患者様検討＞

・高杉　洋子様～1/4摂取となっています。昨日排便ないことから主治医へ情報提供しレントゲン施行。排便貯留あり、センノシド内服の指示あり服用するも排便確認されていません。食事摂取中むせ込みは無いものの吐き出しあり各食1/4摂取となっています。食事形態変更検討していきます。
　
・飯田　修子様～一時的に被害妄想により易怒的となるも、著しい不穏さまでには至らず経過されています。
・成田　富士子様～主治医診察前、低血糖症状あり来詰されるも対応が遅れたことに不満あり易怒的となる。血糖37㎎/ｄｌでブドウ糖注射液50％1本　服用。その後昼食前血糖107㎎/ｄｌ。その際落ち着きましたとの事で落ち着かれる。低血糖症状注意し観察していきましょう。
・高柳　和子様～フードをかぶりトイレごもり見られています。食事は摂取出来ています。適宜介入、精神状態観察していきましょう。
・大釜　美香子様～深夜帯中途覚醒する事多くAユニット廊下の電気を全てつける姿ありスタッフ注意するも同様の行為が何度も繰り返され、浅眠で経過。日中も裸足で徘徊されております。精神状態、夜間の睡眠状況観察していきましょう。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・野坂　翔様～レストランでの食事や服薬遅れなく、詰所預かり物の返却ある事、2回目警察の聞き取り終了している、次回は明日の予定となっている事、気分変動なく落ち着いて過ごされている事情報提供している。刃物を持っていた事に対し（警察へ聞き取りされている経緯）主治医より振り返りを行っている。注目を集める事で母様が来てくれると思った、母様の気を引きたかったと話している。処方の変更はない。
・鈴木　達也様～朝食に不食は続いている事、服薬も時折声掛け要している事、自室で過ごされており気分の落ち込みがあると話す事があった事、自発的な不調訴えはない事情報提供。終始うつむいたまま診察を受けているが主治医とやり取りはできている。処方の変更はない。
・藤井　孝蔵様～時折時間をあけずに飲水要求あり介入あるが不機嫌さはなく穏やかに経過していること情報提供。体調確認には「大丈夫ですよ」と穏やかに返答あり。処方変更はない。
・田中　ハルエ様～便秘あるがセンノ使用し排便ある事、適度に他者交流あり落ち着いて過ごされている事情報提供している。昨日から具合悪いのが再燃したと訴えあり、リーゼ朝・夕→3×毎食後へ変更あり。主治医よりでいるだけ作へ参加するよう促しあり。
・沢田　秋子様～頓服のロラゼパムは使用なく、薬についての不満訴えも無く対面時穏やかです。BPは上が160～170、下は90～100で台で経過している事情報提供。主治医からの話し掛けには頷くのみでやや不機嫌さあり。不安感あれば、頓服を使用するよう説明あり。処方の変更はない。

・成田　賀枝様～
唐突に退院訴えあったこと、2日間ふらつきみられていたが現在はふらつきない事、BP上160～140、下60～70台で経過している事、最近飲水時のむせが目立っている事情報提供している。食事については食べれているがまずいから前の方あいいと希望あったが、形態が変わっても味は変わらない事主治医より説明あり。退院後の方向性については2月～3月春頃までに家族様交えて話す場を設ける事主治医より本人へ説明あり。服薬を減らしてほしいと希望聞かれ、パントシンが朝・夕→夕のみへ変更となる。

・倉橋　生子様～夜間の中途覚醒や早朝覚醒あるが日課に支障はない事、妄想様の発言なやトラブルなく落ち着いて過ごされている事、青山荘見学は日程が決まっていない事情報提供している。他者についてはあまり気にしないよう言われ了承あり。処方の変更は無い。

・武田　宜子様～本日16:30～面談予定である事、連日不眠時の使用ある事、スタッフへやや依存的な言動ある事同室者とのトラブルから昨日居室移動している事情報提供。部屋移動により落ち着いた、入院前より手洗いや清潔に対し強迫的な事がなくなったと話している。退院後について施設はどうか？確認には自宅に帰りたいと希望あり。明日から不眠時マイスリ-（5）追加となる。

・高柳　和子様～診察室へ促すが移動なくスタッフ介助で歩行あり。主治医の問い掛けには俯いたまま返答や頷きなし。やや眠気がありそうとの事でvdsレボトミン(50)→(25)へ変更、アリピプラゾール中止となる。

・成田　富士子様～診察前に低血糖ありブドウ糖経口投与している事、今朝希死念慮あった事情報提供している。診察は主治医が訪室して実施している。臥床のままで片足は時折蹴る動作あり他者への不満やについて怒鳴りながら訴えあり。希死念慮について聞かれ「当たり前でしょ！毎日こんな思いして」と更に怒鳴っている。洗剤やBDソープについては以前飲んだ事がある為、そのような事はしないよう説明され了承はある。主治医より、行動注意するよう指示あり。尿漏れの訴えありトフラニール錠１０ｍｇ　1×寝る前に追加となる。

・安達　貴浩様～自身の症状に合わせ適宜頓服を服用しに来られている事、被害的な言動や特定患者様へ叫ぶ事あるがトラブルへの発展、粗暴性は無い事情報提供している。同室者えの不満や部移動希望聞かれている。主治医より他者と距離をとりつっかからないようにと説明あり。胃痛時のつくしAM配合散10回分処方あり、臨時薬の変更は無い。

・畑中　成夫様～妄想言動なく概ね落ち着いて過ごされている事、早朝覚醒はあるが日課に支障無い事情報提供している。疾病教育での自身の症状として「操られている気がする」と話している。また、小説は仕上がったと報告あり、収入が得られるため退院したいと希望聞かれている。新しいアパートを探していく事を目標として行きましょうとお話あり。なぜ北から西病棟へ移動となったのか考えられるようにと説明あり。明日の外出については許可いただいている。処方の変更は無い。

・小栗　健太郎様～スタッフに話しをする事で不穏さや衝動行為に至っていない事、胃痛時のファモチジンは胃痛軽減あり除剤希望あり。特定女性患者様とは距離が取れていた事、青山荘については行ってもまた同じ事になりそうと不安聞かれていた事、成人式に行きたいと希望あった事情報提供している。生活訓練施設では無い方がいいとの話になり、主治医よりGHのお話あり（本人悩み中）。ファモチジンは中止、他処方変更は無い。

・小泉　裕子様～青山荘見学では経費が高いと話され拒否あった事、妄想言動聞かれているが日課への支障は無い事情報提供している。見学時には外へ出られてよかっったと話す一方で、行きたくないと拒否あり。主治医より青山荘について保留とお話あり。
＜皮膚科診察情報＞
・森　政博様～処方、処置継続。大腿部の掻痒感を訴えているが、布団に入り体温が上昇した際に掻痒感が発生する事を伝えられている。
・川原　サエ子様～仙骨部、慢性皮膚炎の診断にてテラマイシン+ガーゼ保護の指示あり、テラマイシン軟膏１本処方となる。
・高杉　洋子様～右大腿部処置継続。他水疱については保護テープを貼付し経過観察、水疱が破綻した際はテラマイシン軟膏＋ガーゼ保護するよう指示あり。
・山谷　由香様～処置継続。デルモゾールDP軟膏2本処方。軟膏塗布後は絆創膏等貼付しないよう説明されている。
・淡路　智恵子様～仙骨部、慢性皮膚炎の診断にてテラマイシン→デルモゾールDP軟膏に処置変更、１本処方となる。
